
佐
」

、
砲
兵
二
個
中
隊「
吉
田
中
佐
」

、
工
兵
一
個
中
隊「
福
井

大
尉
」
の
計
二
千
人
弱
で
守
備
、「
侵
さ
ず
、
侵
さ
れ
ず
」
の

態
勢
に
あ
っ
た
。
近
く
に
は
関
東
軍
と
は
表
裏
一
体
の
青
年
義

勇
隊
が
あ
り
、
軍
事
教
練
を
は
じ
め
指
導
と
面
倒
を
見
て
い

た
。
な
お
、
満
州
の
国
境
全
線
に
は
一
七
国
境
守
備
隊
が
配
備

さ
れ
て
い
た
。

や
が
て
千
葉
陸
軍
野
戦
砲
兵
学
校
幹
部
候
補
生
隊
を
は
じ

め
、
移
動
を
重
ね
て
北
朝
鮮
平
壌
独
立
野
砲
一
〇
連
隊
へ
編

入
。
二
十
年
九
月
二
日
、
三
合
里
■
舎
へ
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
、

四
個
中
隊
で
一
個
大
隊
千
人
の
大
隊
を
編
成
し
、
平
壌
付
近
の

作
業
に
出
役
。
三
月
末
に
至
り
、
日
本
海
側
の
興
南
へ
移
動
、

少
年
院
へ
収
容
さ
れ
、
同
港
よ
り
ポ
セ
ッ
ト
港
へ
上
陸
。
シ
ベ

リ
ア
大
陸
を
西
進
、
ア
ル
マ
ア
タ
に
下
車
。
建
設
関
係
を
は
じ

め
、
■
瓦
工
場
等
に
就
労
。
続
い
て
、
ソ
連
の
犯
罪
者
さ
え
恐

れ
た
カ
ラ
カ
ン
ダ
へ
移
動
し
た
。
ソ
連
で
は
第
三
位
の
炭
坑
で

あ
り
、
日
本
の
国
内
全
出
炭
量
よ
り
多
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
を
は
じ
め
、
各
国
の
抑
留
者
が
働
い
て
い
た
が
、
さ
す

が
に
ド
イ
ツ
人
は
優
秀
で
あ
る
と
感
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
当

時
、
ソ
連
の
警
備
兵
に
悪
質
者
が
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
射
殺
さ
れ
る
直
前
に
、
部
下
の
兵
長
と
私
の
信
用
し

て
い
た
バ
リ
ー
ス
と
い
う
監
督
に
助
命
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。や

が
て
待
ち
続
け
た
帰
国
の
時
期
が
訪
れ
、
昭
和
二
十
三
年

九
月
二
十
六
日
、
遠
州
丸
で
東
舞
鶴
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き

た
。
当
時
の
極
限
生
活
は
五
十
数
年
過
ぎ
た
現
在
で
も
夢
を
見

て
目
を
覚
ま
し
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

酷
寒
と
飢
え
と
重
労
働
に
耐
え
切
れ
ず
、
異
国
に
散
っ
た
戦

友
に
深
い
祈
り
を
捧
げ
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

抑

留

記
　 

静
岡
県
　
安
江
進
　 

私
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
富
士
宮
市
富
丘
国
民
学
校
高
等
科

を
卒
業
。
同
年
四
月
一
日
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内
原
訓
練

所
に
入
所
、
三
カ
月
の
基
礎
訓
練
を
受
け
、
温
か
い
母
の
心
に

背
い
て
ま
で
も
大
き
な
希
望
に
燃
え
勇
躍
渡
満
し
、
旧
満
州
浜

江
省
一
面
坡
大
訓
練
所
に
入
所
し
た
。
そ
し
て
ま
も
な
く
同
年



七
月
に
関
東
軍
特
別
大
演
習
い
わ
ゆ
る
関
特
演
に
参
加
。
関
東

軍
の
後
方
支
援
の
た
め
、
旧
朝
満
国
境
近
く
の
町
、
朝
陽
川
の

物
資
集
積
所
の
警
備
に
当
た
り
、
大
演
習
終
了
後
は
黒
河
省
黒

河
市
の
黒
河
義
勇
隊
大
額
訓
練
所
に
移
行
、
ソ
満
国
境
、
北
満

の
警
備
に
当
た
っ
た
。

そ
し
て
、
昭
和
十
七
年
四
月
に
当
時
の
南
満
州
鉄
道
株
式
会

社
（
満
鉄
）
に
入
社
。
昭
和
十
九
年
十
二
月
、
戦
局
日
本
に
不

利
な
る
時
、
徴
兵
検
査
一
年
繰
り
上
げ
の
た
め
十
九
歳
で
検
査

を
受
け
、
第
一
乙
種
に
な
り
、
翌
年
二
月
に
見
送
る
人
も
い
な

い
真
夜
中
、
哈
爾
浜
駅
か
ら
東
満
の
東
安
の
関
東
軍
第
八
二
一

部
隊
に
入
隊
。
同
年
八
月
六
日
一
期
の
検
閲
を
受
け
、
星
が
二

つ
に
な
っ
た
と
た
ん
、
八
月
九
日
、
突
如
と
し
て
ソ
連
軍
が
ソ

満
国
境
の
黒
龍
江
を
越
え
不
法
に
も
旧
満
州
に
侵
入
し
た
。

そ
し
て
開
戦
と
な
り
、
私
達
の
部
隊
は
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
五
十

両
ぐ
ら
い
に
弾
薬
、
食
糧
等
々
を
積
み
込
み
、
部
隊
を
捨
て
勃

利
方
面
に
後
退
し
、
東
安
の
駅
の
裏
山
に
差
し
か
か
っ
た
時
、

突
如
、
後
方
に
大
き
な
爆
発
音
が
聞
こ
え
た
。
東
安
駅
と
列
車

が
空
に
舞
い
上
が
る
の
が
見
え
た
。
後
で
知
っ
た
こ
と
だ
が
、

友
軍
の
工
兵
隊
の
手
で
開
拓
団
の
家
族
及
び
一
般
邦
人
約
一
千

人
が
亡
く
な
っ
た
忌
ま
わ
し
い
出
来
事
だ
っ
た
。

私
の
部
隊
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
勃
利
方

面
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
八
月
九
日
は
勃
利
の
義
勇
隊
訓
練

所
に
一
泊
し
、
翌
日
十
日
に
勃
利
で
食
糧
、
燃
料
を
補
給
、
一

泊
し
、
部
隊
の
集
結
を
待
っ
て
、
林
口
、
牡
丹
江
方
面
に
向
か

っ
た
。
途
中
道
端
で
手
を
振
っ
て
助
け
を
求
め
る
開
拓
団
の
家

族
を
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
、
勃
利
南
西
五
キ
ロ
地
点
に
差
し
か
か

っ
た
時
、
北
方
上
空
よ
り
突
然
星
の
マ
ー
ク
を
つ
け
た
ソ
連
機

二
機
か
ら
自
動
車
め
が
け
て
銃
撃
さ
れ
た
。
昼
頃
か
ら
夕
方
ま

で
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
銃
撃
、
爆
弾
投
下
。
こ
こ
で
開
拓

団
の
人
達
も
数
人
は
亡
く
な
ら
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

夜
を
待
っ
て
ま
た
林
口
方
面
に
向
か
っ
た
。

林
口
の
手
前
の
古
城
鎮
の
満
人
部
落
付
近
に
差
し
か
か
っ
た

が
、
前
方
に
ソ
連
軍
の
戦
車
隊
が
お
り
、
ソ
連
戦
車
に
向
か
っ

て
肉
迫
攻
撃
を
す
れ
ど
、
小
山
の
よ
う
な
戦
車
は
ビ
ク
と
も
し

な
か
っ
た
。
数
人
の
戦
死
者
を
出
し
、
夕
暮
れ
と
な
り
、
部
隊

の
本
部
は
こ
の
混
雑
に
紛
れ
ど
こ
か
に
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
後

は
見
習
士
官
の
阿
部
曹
長
が
指
揮
を
執
り
、
部
隊
を
集
め
山
中

に
逃
れ
、
徒
歩
で
牡
丹
江
方
面
に
向
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
が
苦



難
の
道
だ
っ
た
。

八
月
の
中
ご
ろ
の
中
国
の
山
中
は
も
う
秋
。
途
中
野
宿
を
重

ね
、
蛟
河
の
町
の
手
前
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
満
人
部
落

で
野
営
中
ソ
連
軍
の
襲
撃
を
受
け
、
散
り
散
り
ば
ら
ば
ら
に
な

り
、
私
は
数
人
の
戦
友
と
と
も
に
降
伏
し
た
。
そ
の
時
ソ
連
軍

と
一
緒
に
来
た
日
本
の
地
方
人
に
、
戦
争
は
終
結
、
日
本
は
無

条
件
降
伏
を
し
た
が
、
無
駄
な
死
を
し
な
い
よ
う
説
得
さ
れ
、

武
器
を
捨
て
た
。

そ
し
て
、
ソ
連
の
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
蚊
河
の
町

へ
。
何
日
か
の
取
り
調
べ
を
受
け
、
石
炭
を
積
む
無
蓋
車
に
乗

せ
ら
れ
て
何
処
と
も
な
く
真
夜
中
を
走
り
続
け
、
降
ろ
さ
れ
た

所
が
敦
化
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
敦
化
の
旧
日
本
陸
軍
病
院
に
収

容
さ
れ
、
こ
こ
で
昭
和
二
十
年
の
一
冬
を
暮
ら
し
た
。
そ
の

間
、
シ
ラ
ミ
に
よ
る
発
疹
チ
フ
ス
と
栄
養
失
調
で
多
く
の
戦
友

が
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
召
集
兵
で
体
力
の
な
い
兵
隊
が

多
い
よ
う
だ
っ
た
。

翌
年
昭
和
二
十
一
年
の
雪
解
け
を
待
っ
て
、
「
ダ
モ
イ
ダ
モ

イ
」
と
言
わ
れ
ま
た
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
ソ
満
国
境
の
軍
の

町
、
綏
芬
河
で
降
ろ
さ
れ
て
、
徒
歩
で
ソ
満
国
境
を
越
え
ソ
連

領
に
入
っ
た
。
こ
れ
か
ら
が
抑
留
生
活
の
第
一
歩
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
の
第
十
収
容
所
で
、
昭
和
二
十
三
年
夏
ま
で
港
の
荷

役
、
建
築
作
業
等
々
に
駆
り
出
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
三
年
の
夏
、
移
動
で
セ
ミ
ヨ
ノ
フ
カ
の
奥
の
ワ
ル

フ
ォ
ロ
メ
イ
エ
フ
カ
に
移
り
、
駅
の
近
く
の
収
容
所
に
入
る
。

夏
は
道
路
作
業
、
冬
は
山
の
飯
場
で
伐
採
、
積
み
込
み
。
山
の

下
の
収
容
所
で
は
貨
車
へ
の
積
み
込
み
作
業
等
に
従
事
し
、
昭

和
二
十
四
年
頃
か
ら
給
与
も
良
く
な
り
、
私
達
の
収
容
所
生
活

も
少
し
は
良
く
な
っ
た
。

二
十
四
年
の
夏
の
暑
い
暑
い
頃
だ
と
思
う
が
、
私
達
が
休
日

の
日
に
川
で
水
泳
な
ど
し
て
い
た
時
、
急
に
全
員
集
合
が
告
げ

ら
れ
、
収
容
所
の
所
長
が
、「
全
員
ダ
モ
イ
だ
、
明
日
か
ら
作

業
中
止
、
休
養
し
ろ
」
と
の
こ
と
。
後
は
終
わ
り
の
日
を
待
つ

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
八
月
の
幾
日
か
日
は
忘
れ
た
が
、
ダ
モ
イ

列
車
で
住
み
な
れ
た
収
容
所
を
後
に
、
一
緒
に
作
業
を
し
た
ロ

シ
ア
人
に
見
送
ら
れ
、
今
度
は
貨
車
で
な
く
客
車
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
の
収
容
所
で
一
カ
月
ぐ
ら
い
待
た
さ

れ
、
同
年
十
月
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
、
二
千
人
編
成
で
帰
還
船
の

来
る
の
を
待
ち
、
同
年
十
月
二
十
日
、
待
ち
に
待
っ
た
帰
還
船



遠
州
丸
に
乗
船
し
、
苦
難
の
ソ
連
を
後
に
し
た
。

十
月
二
十
二
日
、
懐
か
し
の
祖
国
舞
鶴
港
の
旧
日
本
海
兵
団

の
跡
地
で
大
勢
の
出
迎
え
の
方
々
に
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
で
や

っ
と
日
本
に
着
い
た
と
思
う
と
急
に
体
の
力
が
抜
け
て
し
ま
っ

た
。
思
え
ば
長
い
長
い
苦
難
の
道
で
あ
っ
た
。

図
ら
ず
も
こ
の
手
記
を
書
い
て
い
る
日
は
、
今
を
去
る
五
十

三
年
前
の
終
戦
の
日
と
同
じ
八
月
十
五
日
で
あ
る
。
今
日
も
朝

か
ら
太
陽
が
照
り
つ
け
暑
い
暑
い
一
日
に
な
り
そ
う
だ
。
妻
が

私
の
そ
ば
で
夏
の
甲
子
園
の
高
校
野
球
を
見
て
い
る
。

平
成
十
年
八
月
十
五
日
、
平
和
な
日
本
で
あ
る
。
今
は
シ
ベ

リ
ア
の
大
地
に
眠
る
幾
多
同
胞
の
心
安
ら
か
に
あ
れ
と
祈
る
。

平
成
十
年
八
月
十
五
日

タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
抑
留
の
記
　 

静
岡
県
　
小
山
■
爾
　 

昭
和
二
十
年
七
月
七
日
、
斉
々
哈
爾
の
砲
兵
隊
に
現
役
入
隊

し
ま
し
た
。
義
勇
軍
の
当
時
の
頃
よ
り
た
び
た
び
所
外
訓
練
で

軍
隊
に
勤
労
奉
仕
し
内
務
班
の
生
活
を
し
た
こ
と
の
あ
る
私

は
、
さ
し
て
緊
張
も
せ
ず
、
一
カ
月
の
初
年
兵
生
活
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、
私
は
不
寝
番
の
三
番
立
に
立
つ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
八
月
八
日
早
朝
、
週
番
士
官
の
「
非
常

呼
集
、
不
寝
番
は
お
ら
ん
か
」
の
大
声
に
私
は
び
っ
く
り
仰
天

し
て
眠
り
か
ら
覚
め
ま
し
た
。
二
番
立
の
戦
友
が
私
を
起
こ
し

た
記
憶
が
頭
を
か
す
め
た
か
ら
で
す
。
義
勇
軍
の
当
時
は
不
寝

番
の
際
、
時
々
あ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
癖
が
残
っ
て
い
て
眠
っ

て
し
ま
い
、
不
寝
番
不
在
で
非
常
呼
集
の
ラ
ッ
パ
を
聞
き
逃
し

た
と
責
任
を
直
感
し
ま
し
た
。
こ
の
非
常
呼
集
、
ソ
連
軍
が
満

州
に
侵
入
し
た
戦
争
を
知
ら
せ
る
緊
急
な
も
の
で
、
ほ
か
の
班

の
者
は
完
全
軍
装
で
ハ
イ
ラ
ル
方
面
へ
行
動
を
起
こ
し
た
と
週

番
士
官
の
小
山
田
少
尉
が
班
長
に
話
し
た
の
を
聞
き
ま
し
た
。

本
来
な
ら
重
営
倉
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
運
が
良
い
と

言
え
る
の
か
、
な
ぜ
か
班
長
は
私
を
あ
ま
り
怒
ら
ず
、「
お
前

の
お
蔭
で
残
留
の
部
隊
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」

と
言
い
、
班
長
は
私
に
懲
罰
と
し
て
軽
機
の
弾
薬
六
百
発
の
運

搬
役
を
命
じ
ま
し
た
。
直
ち
に
駅
に
行
き
、
無
蓋
車
に
乗
せ
ら

れ
ま
し
た
。




